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今号の表紙

名所江戸百景「浅草田甫酉の町詣」
作者：歌川広重

　吉原で働く女性の控屋があったのが浅草田
甫。窓辺にたたずむ一匹の猫の遠景には、た
そがれ時の富士山が描かれ、近景には浅草吉
原田圃（たんぼ）と呼ばれる水田地帯が広が
っている。田圃の畦道には、浅草の鷲大明神
社で購入したとみられる縁起物の熊手を担い
で歩く人々の行列が描かれている。
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総務省の幹部と面談

６カ国８名の研修生が約２カ月にわたる研修を終え、7月
14 日、水団連主催の交歓会を開催

8月 21 日、東京水道の国際展開、2018 年ＩＷＡ世界会議・
展示会をテーマに講演会を開催

経産省の幹部と意見交換

厚労省の宇都宮啓・生活衛生・食品安全審議官
に要望

国交省の森岡泰裕下水道部長に要望

要望活動

ＪＩＣＡ研修生交歓会 講演会

　7月 31 日、厚生労働
省、国土交通省、総務
省、経済産業省、財務
省に対して平成 30 年
度予算の確保に向けた
要望活動を行った。
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News Flash

　9月11～ 13日の３日間、マレーシア連邦のクアラルンプール市で第7回ＩＷＡ－ＡＳＰＩＲＥ会議・
展示会が開催され、アジア・太平洋地域の33の国と地域から上下水道の研究者や実務者らが集い、「境界
を破る～アジア・太平洋地域のより良き水の水の未来への発展～」をテーマに、最新の知見を共有した。水
団連は展示会におけるジャパンパビリオンでパネル展示を行った。

シリーズ
水を支えた施設を訪ねて

（本文 22頁）

シリーズ

水道道路さんぽ道
（本文 24頁）

牛田浄水場（広島市）

ＩＷＡ－ＡＳＰＩＲＥ会議・展示会の開会式 ジャパンパビリオン 水団連ブース

横浜水道みち―創設水道導水路（下）―（横浜市）

各種委員会等

高松水道展（第51回）の開催について審議

■第 158 回広報宣伝委員会（７月 11日）

高松水道展の概要を説明

■高松水道展出展者説明会（７月 19日）

水道事業計画と資材需要調査の概要など報告

■第 38 回需給調査委員会（９月 14日）

2
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3

　高松市は、日本初の海の国立公園に指定された備讃瀬戸を中心に、多島美を誇る風光明
媚な瀬戸内海に臨み、海との深いかかわりを持ちながら、古くから四国の玄関口として発
展してきました。年間を通じて穏やかな気候に育くまれ、都市機能と田園風景が調和した
海園・田園都市です。
　本市における水道事業は、大正 10 年 9 月に日本で 40 番目の近代水道として給水を開始
して以降、給水人口の増加に伴う水需要に対応するため、8次に及ぶ拡張事業を経て現在
に至っています。一方で、全国一のため池密度に象徴されるように、水不足との闘いの歴
史があり、昭和 48 年や平成 6年の渇水では時間給水や断水を経験しました。
　度重なる渇水に加え、人口減少に伴う料金収入の減少や老朽施設の大量更新、技術の継
承問題等、水道事業を取り巻く諸課題を解決し、将来にわたり安全で良質な水道水を安定
的に供給できる経営基盤を構築するため、平成 20 年度に県内の水道事業体や首長間で水
道広域化についての勉強会が始まり、22 年 2 月に学識経験者を委員とする香川県水道広
域化専門委員会が設置されました。そして、23 年 3 月に同委員会から知事に対して、「香
川県の水道事業は人口減少等に伴う水需要や料金収入の減少、老朽施設の大量更新や耐震
化、技術継承など全国の水道事業に共通する課題に加え、渇水、香川用水、離島など特有
の課題を有しており、各事業体単独では対応に限界があることから、理想形として、県内
一水道を目指すべき」との提言がなされました。
　この提言を受け、岡山県側から受水している直島町を除く 8市 8町と県が協議を重ねた
後、27 年 4 月に地方自治法に基づく香川県広域水道事業体設立準備協議会を設置し、現在、
本年 11 月の広域水道企業団の設立、30 年 4 月の事業開始に向け諸準備を進めているとこ
ろです。
　水道は、市民生活に必要不可欠なライフラインですが、適切な更新を行わなければ、地
震等の災害への対応が困難となることはもとより、施設の老朽化が進み、将来的には安定
供給が難しい状況を迎えることも懸念されます。今後とも関係者の皆さま方の御協力を得
ながら、安全で安定・安心できる水道を将来へ引き継いでいけるよう取り組んでまいりま
すので、御協力を賜りますようお願い申し上げます。

将来にわたり安全・安心な
水道を引き継ぐために

巻  頭  言

高松市長　　　
　大西　秀人
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下水道展の開催経緯
　下水道展開催の経緯をひも解くと、公害国
会が契機となり、公害防止が政策課題として
クローズアップされた昭和 45 年（1970）に
遡ります。東京・晴海で日本工業新聞社、環
境公害新聞社、産経新聞社の３者共催により、

「国際公害防止ショー環境衛生機器展－
APEX TOKYO －」が開かれました。その後、
水質公害防止の主役が下水道であるとの社会
認識の広がりに伴い、昭和 54 年（1979）に
は廃棄物処理機器展、作業環境衛生機器展と
併せ、本会が協賛団体として参画する「下水
道設備産業展」が開かれました。
　昭和 56 年（1981）には、「下水道展」と銘
打って、それまで環境技術の一分野として展
示が行われていたものが、下水道単独の展示
会となりました。東京晴海の東京国際貿易セ
ンターで「’81 下水道展」を開催し、135 団体、
425 小間の出展がありました。このとき本会
は主催者の一部として参画しました。
　その後、開催体制は紆余曲折がありました
が、昭和 62 年（1987）に本会が単独主催と
なる「下水道展 ’87 大阪」を、第 24 回下水
道研究発表会と併せて開催しました。平成 2
年には開催を一時休止しましたが「下水道展 ’
87 大阪」から数えて今年が 30 回目の節目と

なりました。
　この間、平成 2 年には協会運営会議で、「下
水道展を下水道事業促進の広報活動の一環と
して活用する。大規模な展示の場合は市場の
開拓を期待して海外から見学者を招待する」
等の基本方針が決まりました。また、賛助会
員や開催都市をメンバーとする下水道展協議
委員会が新たに設置されました。平成 18 年
には下水道展協議委員会の下にワーキンググ
ループを設置し、特別講演・セミナーの開催、
出展者プレゼンテーションの開催、テクニカル
ツアーなどが実施されるようになりました。
　平成 24 年には「下水道展改革ワーキング
チーム」を設置し、従来の地方公共団体職員
を対象に下水道関連の企業の最新の技術・機
器等の展示紹介や下水道を PR する場として
活用するなどの目的に加え、▽下水道界以外
の方々に下水道関係情報を提供する▽他分野
との融合によるイノベーション・出会いの場
を提供する▽商取引の場とする▽下水道界の
プレゼンス向上の場とする▽下水道界の若い
世代に技術を継承する▽学生に魅力ある下水
道界を紹介し、人材を確保する――などの目
的を追加するとの報告がされ、下水道展は下
水道内外の方々を対象に開催することにな
り、現在に至っています。

公益社団法人 日本下水道協会 
総務部 広報課長　佐藤　史夫

下水道展単独開催 30 回の経緯と
下水道展 ’17 東京の開催概要

トピックス
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下水道展単独開催 30 回の経緯と下水道展 ’17 東京の開催概要

下水道展 ’17東京の開催結果
　8 月 1 日（火）から 4 日間、東京都・東京ビッ
グサイトにて開催し、入場者数 55,792 人を
集め盛況のうちに終了しました。今回は 350
者の企業・団体、1,102 小間が出展しました。
　特別講演等では「第 4 次産業革命のトレン
ド」と題して、野村総合研究所ビジネス IT
推進部グループマネージャー 上級研究員の
城田真琴氏に、さまざまな ICT が相互に連
携し合う近未来の産業構造についてご講演い
ただきました。
　また、新たな試みとして、将来の下水道界
を担う人材獲得のため、学生を対象にイン
ターンシップの情報提供等を行う合同企業説
明会「水ビジネス業界インターンシップ＆
キャリアセミナー」を開催し、280 名の学生
が参加しました。

パブリックゾーンと併催企画
（1）パブリックゾーン
　開催地の東京都をはじめ埼玉県、埼玉県下
水道公社、神奈川県、石川県、武蔵野市、小

平市、相模原市、北九州市が出展しました。
下水道広報プラットホーム（GKP）が地方
公共団体と共に「スイスイ下水道研究所」を
企画し、子供や一般来場者に対し、下水道の
必要性や役割をわかりやすく紹介しました。
（2）併催企画
　今年も国を始めとして各団体が企画運営し
ていただきました。タイトルだけ紹介すると、
①「B-DASH ガイドライン説明会」②「ストッ
クマネジメント計画策定のポイントと策定
例」についてのセミナー」③「下水道経営を
考えるシンポジウム ’17 ～「改築更新時代の

350 者の企業・団体が 1102 小間を出展、４日間で
55,792 人が来場した

テープカットで開幕

会場を視察する大森雅夫会長

SD05_トピックス_p04.indd   5 2017/10/13   15:15:48



6

水団連　第 133 号　　　　トピックス

下水道経営を考える」～」④「体験型！水ビ
ジネスワークショップ～水の未来について考
えよう！～」⑤「平成 29 年度災害時支援大
都市連絡会議」⑥「下水道場（下水道若手職
員によるネットワーク）」⑦「シンポジウム
安全・安心なまちづくりに向けた新たな浸水
対策～浸水シミュレーションによる効率的。
効果的な対策～」⑧「下水道における課題解
決のための PPP ／ PFI 説明会」⑨「水環境
ひろば～市民科学と下水道～」⑩「災害時の
トイレ・下水道フォーラム」⑪「GCUS 途上
国下水道セミナー」⑫「下水道のアセットマ

ネジメントに関する国際シンポジウム～オー
ストラリアと米国の先進的な取組みに学ぶ
～」⑬「ビストロ下水道推進戦略チーム会合・
特別企画　ビストロ下水道セミナー」⑭「将
来像を描く「下水道ビジョン」の提案」⑮「日
本下水道事業団　技術報告会」など、多種多
様な併催企画が開催されました。

第 54回下水道研究発表会と都道府県セ
ミナー
　8 月 1 日（火）から 8 月 3 日（木）までの
3 日間、東京ビッグサイトの会議棟において
７会場を使用し開催しました。口頭発表の発
表編数は 359 編、聴講者数は 2,145 名でした。
また、ポスター発表セッションは 8 月 2 日会
議棟 6 階のロビーで行われ、発表編数は 15
編でした。
　今回初めての試みとして、発表や質疑応答
を英語のみで行う「英語セッション」があり、
口頭発表 27 編、ハイブリッドポスター 11 編
の発表がありました。2 日目に行われた特別
講演では、「米国における分流汚水管の溢水

特別講演「第 4次産業革命のトレンド」

新たな試みの合同企業説明会「水ビジネス業界インター
ンシップ＆キャリアセミナー」

子供や一般来場者に、下水道の必要性や役割をわかり
やすく紹介した「スイスイ下水道研究所」
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下水道展単独開催 30 回の経緯と下水道展 ’17 東京の開催概要

対策について」をテーマに、水環境＆再利用
財団最高責任者（CEO）のメリッサ・L・ミー
カー氏の講演があり、235 名が聴講しました。
　都道府県の若手職員を対象とする都道府県
セミナーでは、8 月 3 日（木）、4 日（金）の
２日間にわたり、60 名の参加を得て開催し
ました。

おわりに　
　来年の下水道展は北九州市の西日本総合展
示場で 7 月 24 日（火）から 27 日（金）まで
開催されます。九州では 20 年ぶりの開催と
なります。北九州市は 2018 年に下水道事業
に着手して 100 周年を迎えることからさまざ
まなイベントを予定し、そのメインイベント
の一つとして「下水道展 ’18　北九州市」が
開催されることになりました。すでに 100 周
年の記念事業は始まっていて、今年の下水道
展でもパブリックゾーンにブースを出展し、

北九州の魅力をアピールし動員を図る展示を
行っています。また、九州地方下水道協会も
各県下水道協会と協力し「オール九州」体制
で「下水道展 ’18　北九州」を支援いただく
予定です。
　北九州市以降は、2019 年は横浜市のパシ
フィコ横浜で 8 月 6 日（火）から 9 日（金）、
2020 年は大阪市のインテックス大阪で 8 月
18 日（火）から 21 日（金）の予定で開催し
ます。2020 年のオリンピック・パラリンピッ
クの東京開催の影響でやや変則的な開催とな
りますが、主催者として万全を期してスムー
ズな運営となるよう努めてまいります。
　下水道事業もこの 30 年間で建設の時代か
ら維持管理の時代へ、さらに成熟化へ向けて
変化を続けています。下水道展も出展者、参
加者を始め多くの方々のご意見やアイデアを
取り入れ常に新しい下水道展を目指していき
たいと考えておりますので、今後ともご指導、
ご支援をよろしくお願いします。

初の試みとなる発表や質疑応答を英語のみで行う「英
語セッション」

随所で活躍する水の天使
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水団連　第 133 号　　　　情報ファイル①

国の施策
　水道事業における広域連携については、総
務省が２月に公営企業課長と公営企業経営室
長の連名で通知を発出し、「平成 28 年度中の
早期に都道府県ごとに水道事業の広域連携の
検討体制を設置すること」を要請。厚生労働
省も、広域連携は水道事業の基盤強化のため
の有力な方策であるとして、都道府県の水道
行政担当部局に対して、関係部局と連携して
早急に水道事業の広域連携に関する検討体制
を構築し、検討を進めるよう要請する水道課
長通知を発出している。また、今回は廃案と
なったが、水道法の一部を改正する法律案に

おいても、水道の基盤強化を図るため、都道
府県に対して水道事業者等の広域的な連携の
推進役としての責務が規定され、都道府県が
水道事業者等を構成員とする広域的連携等推進
協議会を設置できることが明記されている。
　下水道事業では、国土交通省が、スケール
メリットを生かした効率的な管理が可能な広
域化・共同化は、汚水処理の機能を確保する
有効な手法の一つであるとして、改正下水道
法において、複数の下水道管理者による広域
的な連携に向けた「協議の場」としての協議
会制度を創設。また、平成 29 年度からは、
下水道事業のさらなる効率化に向けて汚水処

広域連携に係る国の施策と
　　地方公共団体における動向

情報ファイル❶

下水道事業における広域化等の事例

日本水道新聞社

事例名 団体名 類型

旭川圏域における下水道の広域処理
北海道旭川市・東神楽町・鷹栖町・当麻町・比布町・
東川町

汚水処理施設の統廃合

汚水処理施設共同整備事業（MICS)
青森県・津軽広域連合

（旧弘前地区環境整備事務組合及び旧黒石地区清
掃施設組合）

汚泥処理の共同化

秋田県県北地区広域汚泥資源化事業
秋田県、大館市、能代市、鹿角市、八峰町、藤里町、
小坂町、能代山本広域市町村圏組合

汚泥処理の共同化

自治体間連携による維持管理共同化
山形県新庄市・金山町・最上町・舟形町・真室川町・
大蔵村・戸沢村

維持管理・事務の共同化

流域下水道への編入・接続 東京都八王子市 汚水処理施設の統廃合

流域下水道への編入 神奈川県・小田原市 汚水処理施設の統廃合

中条浄化センターの共同化 新潟県新発田市・胎内市 維持管理・事務の共同化

下水道公社による維持管理の広域化 公益財団法人長野県下水道公社 維持管理・事務の共同化

南河内４市町村下水道事務広域化協議会 大阪府富田林市・太子町・河南町・千早赤阪村 維持管理・事務の共同化

農業集落排水と公共下水道の接続等経営健全化
に向けた取組み

兵庫県加古川市 汚水処理施設の統廃合

近隣市町村間における汚水処理の受託・委託 鳥取県米子市 維持管理・事務の共同化

流域関連公共下水道への編入 島根県松江市 汚水処理施設の統廃合

維持管理業者の選定業務の共同化 長崎県波佐見町・東彼杵町 維持管理・事務の共同化

流域下水道への編入・接続 熊本県合志市 汚水処理施設の統廃合
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広域連携に係る国の施策と地方公共団体における動向

理の広域化を一層推進するため、事業を実施
するすべての地方公共団体において、下水処
理場の施設の改築を行う際には、あらかじめ
当該処理場の統廃合について検討を行うこと
を、社会資本整備総合交付金等の交付要件と
している。
　

地方の動向
　総務省が３月に公表した地方公営企業の抜
本的な改革等に係る先進・優良事例集による
と、こうした国の動きと前後して、水道事業
では事業統合や管理の一体化、施設の共同設

置、下水道事業では、汚泥処理や維持管理・
事務の共同化、汚水処理施設の統廃合といっ
た取組みが各地で進められている。
　こうした状況を踏まえるとともに、日本水
道協会の全国会議ならびに日本水道工業団体
連合会主催の水道展が高松市で開催されるこ
とに合わせ、今号の情報ファイルでは、香川
県と県内８市８町による水道広域化の取組
み、高知県内の下水道管理者が一体となった
南海トラフ地震対策について、それぞれご寄
稿いただいた。

水道事業における広域化等の事例

事例名 団体名 類型
企業団の用水供給事業と３市１町の水道事業を
統合、事業の一元化

中空知広域水道企業団、北海道滝川市、砂川市、
歌志内市、奈井江町

事業統合

北奥羽地区水道事業協議会による新たな広域化 八戸圏域水道企業団 管理の一体化

岩手中部地域における垂直・水平統合の取組み 岩手中部水道企業団 事業統合

福島県内における水道広域化の取組み 福島県会津若松市、河沼郡湯川村 事業統合

福島県内における垂直・水平統合の取組み
福島県双葉地方水道企業団、広野町、楢葉町、
富岡町、大熊町、双葉町

事業統合

上下水道料金等収納業務の共同発注 茨城県かすみがうら市、阿見町 管理の一体化

栃木県内における水道広域化の取組み 栃木県芳賀中部上水道企業団 事業統合

群馬県東部 3市 5町の水道事業の広域化
群馬東部水道企業団（太田市・館林市・みどり市・
板倉町・明和町・千代田町・大泉町・邑楽町）

事業統合

秩父地域の水道広域化
埼玉県秩父市、横瀬町、小鹿野町、皆野長瀞上
下水道組合

事業統合

非常時における水の相互融通 埼玉県・東京都・川崎市 施設の共同設置

千葉県内水道の統合・広域化の取組み
千葉県、九十九里地域水道企業団、南房総広域
水道企業団

事業統合

水道事業の広域化
（刈羽簡易水道を譲り受け、水道事業の一元化）

新潟県柏崎市 事業統合

大阪府域における大阪広域水道企業団を核とし
た水道広域化の取組み

大阪広域水道企業団 事業統合

淡路島内における水道広域化の取組み 淡路広域水道企業団 事業統合

香川県内における水道広域化の取組み

香川県、高松市、丸亀市、坂出市、善通寺市、
観音寺市、さぬき市、東かがわ市、三豊市、土
庄町、小豆島町、三木町、宇多津町、綾川町、
琴平町、多度津町、まんのう町、小豆地区広域
行政事務組合

事業統合

高知県内における水道広域化の取組み 高知県須崎市、四万十町、中土佐町 管理の一体化

隣接する水巻町との上水道事業統合 北九州市 事業統合

北部福岡地域への水道用水の供給 北九州市 施設の共同設置

荒尾市と大牟田市の浄水場の共同化 熊本県荒尾市・福岡県大牟田市 施設の共同設置

宗像地区水道事業統合（広域化）から宗像地区
事務組合水道事業包括業務委託へ

宗像地区事務組合、福岡県宗像市、福津市 事業統合
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　県内一水道の実現を目指し、香川県と県内
8市 8 町で構成する「香川県広域水道事業体
設立準備協議会」では、去る 8 月 30 日に、
知事と関係市町長が全員出席し、第 7回の設
立準備協議会を開催しました。会議では、広
域化に係る基本方針をまとめた「香川県水道
広域化基本計画」を決定し、事業統合に関す
る基本協定に署名するなど、広域化に向けた
準備も一つの区切りを迎えたところです。
　本稿執筆日現在（9月中旬）、県と関係市
町の議会では、広域化後の経営主体となる「香
川県広域水道企業団」の設置議案が審議され
ており、引き続き、関係省庁の許認可などの
準備に取り組んでいく段階にありますが、本
稿では、本県の水道事業を取り巻く課題や検
討経過等を中心に、取組みの概要を述べるこ
ととします。

本県における水資源確保の意味
　本県は、風光明媚な瀬戸内海に面し、温暖
な気候に恵まれたエリアですが、年間を通し
て降水量が少なく、水不足に悩まされてきた
歴史があります。先人たちは、知恵を絞りさ
まざまな努力を重ね、古来より多くのため池
を築き、現代にあっては、吉野川の水を県内

に導水する香川用水を整備するなど、長年に
わたり水資源の確保に取り組んできました。
　県政各分野の重要度を県民に聞いた「県政
世論調査」においても、「安心して暮らせる
水循環社会の確立」は、医療・介護や防災な
どに次いで、8割を超える県民が県政上の重
要度が高いと考えており、安定的な水資源の
確保は、県をあげての重要な政策課題となっ
ています。こうした中、国や市町とも連携し
総合的な対策を進めてきた結果、従前と比べ
て格段に水資源の安定化は図られてきていま
すが、一方で、近年は気候変動に伴い降水量
も不安定化しつつあり、香川用水の取水制限
も頻発化していることから、引き続き、渇水等
に対する備えを強化していく必要があります。

山積する課題
　本格的な人口減少社会を迎え、あらゆる社
会の仕組みや行政の政策などは、大きな転換
を迫られていますが、これまで、水道事業は
公営企業として、水道料金を主要な財源とし
て独立採算の形で運営されてきており、給水
人口の減少等に伴う水道収益の悪化は大きな
インパクトを有するものです。
　本県においても、平成 11 年（1999 年）の

香川県政策部水資源対策課
水道広域化推進室 副主幹

渡邊　直也

香川県における水道広域化について

情報ファイル❷
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香川県における水道広域化について

103 万人をピークに人口減少が続いており、
人口減少対策は、県政上の最重要課題として
取り組まれていますが、仮に、何らの対策を
講じない場合には、約 40 年後の平成 72 年
（2060 年）には、現状の 6割程度（60 万人程
度）にまで減少するものと見込まれています。
直近の減少カーブは緩やかではあるものの、
広域化予定団体の料金収入は、平成 28 年度
の約 200 億円から 39 年度には約 189 億円と
なる試算であり、今後 10 年間で 6％程度の
減少が見込まれ、それ以降はさらに減少幅が
拡大することが予想されます。
　一方、全国同様、本県の水道施設は、人口

増加や経済成長等と軌を一にして、昭和 40
年代から 50 年代にかけて集中的に整備され
たものが多く、管路などの経年化率は、毎年
上昇を続けており、その値は全国平均を上
回っています。
　また、未曾有の被害をもたらした東日本大
震災は、行政関係者はもとより、国全体に多
大な教訓を与えた大災害でしたが、その後も、
九州地方に甚大な被害をもたらした熊本地震
などが相次ぎ、住民に最も身近なライフライ
ンである水道の重要性が改めて認識されたと
ころです。本県を含め多くの地域では、近い
将来に高い確率での発生が予想されている南
海トラフ地震に対し、広範な分野での対策が
喫緊の課題となっていますが、本県の水道施
設の耐震化指標は、いずれも全国平均を下
回っており、対応の遅れを指摘されているの
が現状です。
　このほか、本県の水道事業に従事する職員
については、50 歳以上の構成比が約 35％、
40 歳以上の構成比が約 73％となっており、
定年を迎える職員の大幅な増加が見込まれ、
水道事業を支える職員の技術の継承も大きな
課題といえます。
　さらに、県内の水道事業体には、施設整備
水準に格差があるほか、水道料金は 1.6 倍程
度の差があるなど、限られた財源の中で、県
民目線に立ち、将来にわたり安定的に水道事
業を維持していくためには、克服しなければ
ならない課題が山積しています。

解決方策としての広域化
　将来を見据え、水道事業を取巻くさまざま

第7回設立準備協議会には、知事と関係市町長が全員出
席し、事業統合に関する基本協定に署名。

署名を行う浜田恵造知事
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な課題を解決していくためには、何が必要で
あるのか。
　本県では、平成 20 年 12 月に、県と市町の
担当課長等による「水道広域化勉強会」を立
ち上げ、現状分析や将来予測、広域化に係る
メリット・デメリットなどから検討を始め、
広域化に向けた議論をスタートしました。
　その後、平成 22 年 2 月には、外部有識者
で構成した「香川県水道広域化専門委員会」
を設置し、専門的な見地から 1年間にわたる
議論を経て、平成 23 年 3 月に「香川県内水
道のあるべき姿に向けて」と題する提言をま
とめていただきました。委員会での議論と担
当者レベルの勉強会は、情報を共有しながら
並行して進められ、最終的に、各事業体が単
独で経営努力を続けるよりも、「県内一水道」
の形で広域化を目指すことが、有効な方策で
あるとの結論に至りました。
　こうした経過も踏まえ、平成 23 年には、
知事・市町長で構成する「香川県水道広域化
協議会」を、平成 25 年には、同じく首長に
よる「香川県広域水道事業体検討協議会」を
設け、それぞれの期末に、一定のとりまとめ
を行いながら、徐々に議論を深めてきました。
一昨年 4月からは、広域化実現に向け、より
具体的な検討・調整を行うため、地方自治法
に基づく「香川県広域水道事業体設立準備協
議会」を設置し、現在まで、2年半にわたり
取組みを進めてきました。
　検討過程では、事業規模や業務手順など、
さまざまな面で異なる 18 事業体の統合とな
ることから、ハードルの高い課題については、
粘り強い調整を必要とすることが多々ありま

したが、最終的には現状に対する危機意識と
広域化の意義を共有する中で、今日に至って
いると考えています。

水道広域化基本計画
　基本計画は、企業団の事業運営等の指針と
するため、広域化に係る主要事項について、
基本的な方針をとりまとめたものです。主
だったものを取り上げると、まず、組織関係
として、企業団の「本部」は高松市防災合同
庁舎（建設中）内に置くほか、事業開始時は
各市町に「事務所」を置き、平成 32 年度に
県内 5つのブロック統括センターに事務所業
務を集約することとしています。
　また、執行機関として、企業長と副企業長
その他の職員を置き、設立時の企業長・副企
業長は首長から選任することとし、具体的に
は、企業長は知事、副企業長は高松市長と琴
平町長に内定しています。
　さらに、意思決定機関である企業団議会は
27 人を定数とし、県・市町議会議員から議
員を選任するとともに、企業団職員について
は、設立当初は構成団体からの派遣により構
成し、平成 32 年度から順次、身分移管と企
業団採用を行うこととしました。
　次に、業務運営関係のうち、情報システム
の統合については、財務やネットワーク基盤
など設立時から必要なものは初年度に、料金
システムなど準備に時間を要するものは平成
32 年度から運用するなど、優先順位を見極
めながら統一を図ることとしています。
　また、水道料金については、平成 39 年度
末までは旧事業体の料金体系によることと
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し、平成 40 年度に統一料金を導入します。
工事執行関係では、入札参加者名簿は平成
30 年度に受け付け、平成 31 年度から統一名
簿を使用するとともに、入札・契約制度は、
規模の大きな工事は本部入札とし、設計金額
5000 万円未満の更新工事は、各事務所単位
の入札とし、平成 32 年度から基準の統一を
図ることとしています。
　次に、施設整備については、水源を一元的
に管理し円滑な水融通を行っていくため、管
路新設などを行う「広域水道施設整備」（10
年で約 230 億円）を実施するとともに、「経
年施設更新整備」（10 年で約 1,070 億円）に
ついては、いわゆるアセットマネジメントの
考え方に基づき、施設区分ごとに更新基準を
設け、計画的に整備を進める予定です。
　また、財政運営の基本方針として、平成
39 年度までの 10 年間は、旧事業体ごとの区
分経理を行うとともに、期間終了時には、区
分経理ごとに、内部留保資金を料金収入の
50％程度、企業債残高を料金収入の 3.5 倍以
内となる条件を設定しています。

事業開始に向けて
　関係議会における企業団設置の議決が得ら
れれば、総務大臣による設置許可後の 11 月
に企業団を設置し、年明けには企業団議会を
開催して企業団条例や平成 30 年度予算など
を決定する予定であり、事業開始は、厚生労
働大臣による事業認可後の来年 4月を目指し
ています。

　人事、予算やシステム構築をはじめ、各種
業務の詳細な運営方法など、今後、確定すべ
き事項は多岐にわたりますが、各事業体間で
一層の連携を図るとともに、県民に対する積
極的な広報を行い、円滑なスタートを切れる
よう、全力を挙げていきたいと考えています。

高松市防災合同庁舎に設置する企業団本部の組織図

事業開始時（平成 30年 4月）の組織図。
各市町に事務所を置く

平成 32年度に県内 5つのブロック統括センターに事務
所業務を集約する
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県下の下水道事業の概要
　高知県の平成 28 年度末の汚水処理人口普
及率は 76.2％、下水道普及率は 37.5％と全国
と比較して遅れている状況ですので、県では
引き続き、普及率の向上に向けて、下水道を
はじめとする汚水処理施設の整備促進に取り
組んでいます。
　県内では、16 の市町村と 1 つの流域下水
道で下水道事業を実施しており、県内全体で、
20 の処理場、48 のポンプ場および約 1,600km
の管渠があります。それぞれの市町村では、
未普及解消、施設の老朽化対策、浸水対策、
下水道経営の健全化など、それぞれの抱える
課題の解決に向けて取り組んでいます。また、
昨年度から、人口減少化においても持続的な
汚水処理システムが構築されるよう生活排水
処理構想の見直しを行っており、下水道から
合併浄化槽への転換や処理区の統合等により
早期の概成に向けて取り組んでいくこととし
ています。

ガイドライン策定の背景
　高知県では、近い将来に南海地震の発生が
予測されていることから、平成 22 年度に危
機管理部内に南海地震に特化した組織を設置

し、地震対策を推進していた中、平成 23 年
3 月 11 日の東日本大震災が発生しました。
大震災では、国内観測史上最大のマグニ
チュード 9.0 を記録し、大地震と巨大津波に
より大きな被害を受けましたが、特に津波に
よる被害が甚大でした。映像や現地視察を通
して、今まで以上に地震対策を現実的な問題
として捉え、喫緊に対策が必要と再認識する
契機となりました。そして、この大震災を機
に、全庁をあげて、南海地震対策の加速化に
取り組むこととなりました。
　平成 24 年 3 月 31 日には、内閣府から南海
トラフの巨大地震による津波高の見直しが発
表されました。その推計結果は、国内最大の
30m を超える津波が県内に押し寄せるとい
う衝撃的なもので、下水道施設の多くは、巨
大地震による強い揺れと、巨大津波による被
害（処理場・ポンプ場 68 施設のうち、52 施
設が浸水）を受ける想定となりました。
　このような被害想定から、下水道施設の早
急な対応が必要と考えられましたが、県内の
下水道施設では巨大地震への対応が未着手で
あることや被害想定が大きいことから、何か
ら着手し、何を守るべきかという問題に直面
しました。

高知県土木部 公園下水道課
チーフ（下水道担当）

田中　毅

高知県内の下水道管理者が一体と
なった南海トラフ地震対策

情報ファイル❸
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高知県内の下水道管理者が一体となった南海トラフ地震対策

　また、南海トラフ地震は広範囲に、また同
時に被害をもたらすことから、県内の下水道
施設の地震・津波対策を一体的に推進する必
要がありました。しかし、市町村では、下水
道に携わる職員数や職員の経験年数、財政状
況も大きく異なっていました。
　このような背景から、学識者、下水道専門
家、国および下水道管理者（市町村、県）で
構成する「高知県下水道地震・津波対策検討
委員会」を平成 24 年度に設置し、下水道施
設の地震・津波対策の課題に取り組みました。
そして、市町村との勉強会および 5回の委員
会を経て、平成 25 年度に「高知県下水道地震・
津波対策ガイドライン」（以下、ガイドライン）
を策定しました。

ガイドラインの概要と特徴
　ガイドラインは、南海トラフ地震などの巨
大地震が発生しても、県民の命と生活が守ら
れるように、下水道が有すべき 5つの機能（①
人命を守る、②トイレ使用の確保、③公衆衛
生の保全、④浸水の防除、⑤応急対策活動の確
保）を確保することを基本方針としています。
　策定にあたっては、市町村と県が一体的に
取り組むために、三つのことに留意していま
す。一点目に、下水道管理者が自ら地震・津
波の被害想定を行い、対策方針を決定するこ
とで、対策実現に向けた行動の道筋を示すこ
ととしました。
　二点目に、被害想定や財政事情による地域
の実情を反映するために、防災対策（ハード）
と減災対策（ソフト）の両面から目標が達成

下水道が災害時に有すべき機能と対策の方針
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水団連　第 133 号　　　　情報ファイル③

できるよう選択肢に幅を持たせることとしま
した。
　三点目に、経年的な防災力の高低に応じて、
被害想定が変化することから、必要に応じて
ガイドラインを見直せるように発展性のある
ものとしました。

ガイドラインに基づく取組み
　このガイドラインを基に、全ての市町村で
「下水道地震・津波対策計画」および「下水

道 BCP」を策定しました。ハード対策であ
る地震・津波対策は、財政状況等によりすぐ
に実施できない市町村もあるため、現在、6
市町村と 1流域で「下水道総合地震対策事業」
として、施設の耐震化や防水ゲートの設置等
を行っています。下水道 BCP では、市町村
ごとに訓練計画を定めており、訓練結果を毎
年開催している市町村担当者会で報告を行
い、他の市町村の訓練を参考に、次の訓練計
画に反映できるようにしています。

高須浄化センターにおける塩素混和池の耐震補強 防水板の設置も進めている

発展性のある防災・減災のイメージ
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高知県内の下水道管理者が一体となった南海トラフ地震対策

　また、ガイドラインの検討段階において、
県内市町村の大半は、下水道担当者が少数で、
複数の事業を兼務している自治体も多く、巨
大地震発生時には、下水道の災害に対応でき
ない事態が生じることが明らかとなりまし
た。このため、災害支援が円滑に行えるよう
に、16 市町村と県による相互支援協定を締
結しました。さらに、広域支援の全国ルール
を活用するとともに、関係団体である日本下
水道事業団や日本下水道管路管理業協会など
の団体と支援協定を締結しました。

今後の課題、展開
　ガイドラインの策定から約 4年が経過し、
下水道の整備促進による管理施設の増加や地
震・津波対策工事の進捗により被害想定が変
化している市町村も出てきました。また、ガ
イドライン策定時の担当職員の異動により、
地震・津波対策に対する担当職員の意識の変
化も出てきています。さらに、平成 28 年 4

月に発生した熊本地震により、現行の下水道
BCPの新たな課題も出てきました。
　このような状況から、「下水道地震・津波
対策計画」および「下水道 BCP」の見直し
の必要な市町村もあると考えられるため、ガ
イドラインや本年 8月に改定された「下水道
BCP 策定マニュアル 2017 年版」を基に、計
画の見直しに向けた市町村との勉強会を行
い、地震・津波対策を継続的に取り組んでい
きたいと考えています。

災害時支援協定を締結（平成 25年 7月 23 日）

BCPに基づく重油搬送訓練（いの町）
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　7月 3 ～ 4 日、水道に携わって日の浅い会
員団体職員や企業社員を対象に「平成 29 年
度上水道基礎専門研修」を開催した。初日は
厚生労働省水道課の担当官による今後の水道
事業の方向性に関する講演をはじめ、水道事
業体の契約調達や財政の仕組み、国庫補助金
と事業体の関係、さらには水源から蛇口まで
の水道技術に関する講義を実施。2 日目は
宮ヶ瀬ダムや神奈川県内広域水道企業団の綾
瀬浄水場などを視察した。初日の講義には
44人、2日目の施設見学には40人が参加した。
私自身も 4月入社の新入社員。取材と勉強を
兼ねて 2日間にわたり同行取材を行った。
　
経営から技術まで幅広く学ぶ
　初日の開講式では仁井正夫専務理事が「こ
の研修会を一つのきっかけとしてよいネット
ワークを築いてほしい。人的ネットワークを
持つことは今後の大きな財産となる。ぜひこ
の研修会を有効に活用してほしい」とあいさ
つした。
　講義では、厚生労働省水道課の横井三知貴

課長補佐が「今後の水道事業の方向性」、東
京都水道局総務部主計課の高野哲課長代理が
「水道事業の経営の仕組み～水道料金、国庫
補助・予算」、同局経理部契約課の三角一夫
課長代理が「現行契約の仕組み～入札参加登
録制度、検収・納品」、日本水道協会工務部
規格課の若林武夫課長が「水源から蛇口まで
に係わる基礎的技術」と題し講演。水道界全
体の動向をはじめ、水道事業の経営や契約の
仕組み、水源から蛇口までの広範な技術につ

経営から技術まで　幅広い知識を習得
宮ヶ瀬ダムと綾瀬浄水場も見学

ル ポ
平成29年度上水道基礎専門研修

開講式では、仁井専務理事が研修の有効活用を提唱

宮ヶ瀬ダムの堤体
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平成 29 年度上水道基礎専門研修

いて解説した（講師の役職は研修当時のも
の）。今まで関わることが少なかった水道の
契約や技術についても学ぶことができ、知識
の幅が広がった。またすでに勉強したことの
ある分野についても、知識の定着を図る良い
機会となった。
　
多様な方法でダムをPR
　2日目は宮ヶ瀬ダムと神奈川県内広域水道
企業団の綾瀬浄水場を見学した。バスで日本
水道会館から宮ヶ瀬ダムへ移動、到着後に自
由散策の時間が設けられ、私は宮ヶ瀬ダムと
その下流にある石小屋ダムを見学した。
　宮ヶ瀬ダムは相模川の支川である中津川に
位置し、堤高 156m、堤頂高 375m、堤体積
約 200 万 m3、総貯水量 1 億 9300 万 m3 の重
力式コンクリートダム。「洪水の調節」「水道
水の供給」「河川環境の改善」「発電」を目的
として昭和 59 年に本体着工し、平成 13 年に
完成した。RCD工法による設計・施工の導入、
ダンプ直載型インクラインの開発などによ
り、大規模なダム建設にも関わらずコストや
工期の縮減を実現した。残念ながら観光放流
を見ることはできなかったが、首都圏最大級
という宮ヶ瀬ダムの大きさに圧倒された。ま
た実際の利水放流管と同じ大きさのものが展

示されており、数字で理解するだけでなく実
際の大きさを体感することができた。
　石小屋ダムは宮ヶ瀬ダムの下流 0.8㎞に位
置し、「愛川第 1発電所の逆調整池」「津久井
導水のための水位確保」「宮ヶ瀬ダムの放流
水の減勢」を目的として、平成 5年に本体着
工し、13 年に完成したもの。総貯水量は 55
万7000m3。コンクリート部分が岩模様になっ
ていたり、ダムの両側が自然の岩山になって
いるなど、さまざまな工夫がなされていた。
　その後、水とエネルギー館で宮ヶ瀬ダムに
ついてパワーポイントを用いた説明を受け
た。5～ 6 月の降水量が例年に比べ少なかっ
たため、貯水率が 81％となっており、水不
足が心配されているという。説明後に宮ヶ瀬
ダムと石小屋ダムのダムカードをもらった。
ダムカードを初めて知った参加者も多く、興
味深そうに見入っていた。私はダムカードの
記事を書いたことはあったが、実際に見るの
は初めてだった。想像よりもくだけた表現を
用いて説明されており、ダムについて詳しく
ない人や子どもでも親しみやすいと感じた。
　昼食は「宮ヶ瀬ダムカレー」。ダムの堤体
をライス、放流口は地元の特産物である恵水
ポークを使ったカツ、宮ヶ瀬湖にかかる虹の
大橋をにんじん、石小屋ダムの近くにある大

宮ヶ瀬ダム水とエネルギー館に向かう一行

昼食はダムカレー
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きな岩でできた石小屋をじゃがいもで模し、
カレーライス一皿の中に宮ヶ瀬ダムを表現し
ていた。野菜も地元で採れたものを使ってい
るそうだ。午前中の見学を思い出しながらお
いしくいただいた。
　カードやカレーなど、ダムそのもの以外に
よってダムが PRされており、これらもダム
見学の魅力の一つなのだと感じた。
　
テロ対策の重要性を実感
　昼食後バスで移動し、綾瀬浄水場に到着し
た。場内には「川と人との生活」をテーマに
した掲示物、空気弁や消火栓など、さまざま
な展示のスペースが設けられており、参加者
はそれぞれ興味のある展示に見入っていた。
特に「さがみ川の生きものたち」が人気を集
めていた。これは、相模川周辺に生息する鳥
や魚などの 3次元映像を空中に投影すること
で、まるで映像が浮かんでいるように見せる
もので、生き物の動きまで忠実に再現されて
おり非常に驚いた。
　綾瀬浄水場についての説明を受け、参加者
は 2班に分かれ着水井、薬品沈澱池、急速ろ
過池などを見学した。中でも興味深かったの
は、場外の道路に隣接する薬品沈澱池を覆蓋
していたこと。これはテロ対策の一環で、異

物を投げ入れられることを防ぐために行って
いる。テロのリスクが高まっている近年にお
いて、施設外からのテロ行為を想定し対策を
とることは、とても重要であると知った。最
後に管理本館の屋上から浄水場全体を眺め
た。排水処理棟の屋上に太陽光パネルが設置
されていたことを確認したほか、浄水場の広
さを改めて感じた。
　
新たなネットワークを構築
　研修参加者は、初日のあいさつで仁井専務
理事が話していたように、積極的にコミュニ
ケーションをとり、新たなネットワークを築
いていたようだった。また、2日間の研修を
終え「水道や水について一から学ぶことがで
き大変良い機会だった」「見学前に講義を受
けたことで理解が深まり、今後の業務に生か
せる知識が増えた」と感想を話していた。私
も他業種の参加者と知識を共有し、有意義な
時間を過ごすことができた。
　　　（日本水道新聞編集部　野口ひかり）

神奈川県内広域水道企業団の綾瀬浄水場

着水井を見る参加者
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東京水道の国際展開、2018 年 IWA世界会議・展示会

　東京都水道局は、途上国等からの同局の技
術に対する期待の高まりを受け、従来の国際
貢献からさらに進んだ国際展開に着手。人材
育成、事業推進、情報発信を三本柱に事業を
展開している。情報発信の一環と位置付けて
いる 2018 年 IWA 世界会議・展示会も開催
まで1年を切ろうとしている。同局の国際展
開と同会議・展示会について講演いただいた。

東京水道の国際展開
　同局は、水道施設の整備や事業運営などの
同局が有する技術に対する途上国等からの期
待の高まりを受け、さらに進んだ国際展開に
着手。監理団体の東京水道サービス（TSS）
を活用し、国の支援を受けながら海外プロ
ジェクトの成立に努めている。
　人材育成、事業推進、情報発信を三本柱に
進めており、事業推進では、ミャンマーのヤ
ンゴンで同局と TSS、東洋エンジニアリン
グ、三井物産が協力チームを立ち上げ、TSS
と東洋エンジニアリングが SPC を設立。平
成 26 年には、草の根無償資金（約 5000 万円）
を活用し、約 400 世帯の地域を対象に無収水
対策事業を行った。この結果、無収水率を約
77％から約 32％まで削減するとともに、対
象地域の全域で 24 時間給水を実現、高く評
価された。平成 28 年 10 月からは約 2 万
4000 世帯の地域を対象に無収水対策事業を

行っている。事業費は約 18 億円（無償資金
協力）。さらに、平成 29 年 7 月には、ヤンゴ
ン市と SPC が維持管理事業実施に向けた基
本事項に合意。前述の事業におけるインフラ
整備が完了した地区から順次、無収水率を維
持・向上できるよう技術指導を行う予定。事
業期間は最低 5年間、ヤンゴン市資金を活用
するが金額は未定。
　
IWA 世界会議・展示会
　来年 9 月に東京で開催する 2018 年 IWA
世界会議・展示会には、国内外から約 6000
人の参加者、約 350 編の論文発表、約 200 団
体の展示会出展を見込んでいる。参加方法は
論文発表、会議参加、展示会出展、活動応援
企業。すでに論文要旨の受付が開始されてお
り、締切は 10 月 1 日。会議参加者の募集は
年明け（時期未定）から IWA公式 HPで開
始される見込み。早期割引は同年 7月 16 日
まで。展示会ではジャパンパビリオンとして
国内企業を集約し、公式スポンサーの次に有
利な場所を確保する予定。活動応援企業は開
催国委員会の取組みを応援するもので、1口
100 万円。締切は 9月 29 日。
　草野課長は、「世界会議・展示会を成功さ
せるためには皆さまの協力が不可欠。一緒に
日本の水業界を盛り上げていこう」と呼びか
けた。

東京都水道局　総務部　国際施策推進担当課長
　草野　陽樹　氏

東京水道の国際展開、
2018 年 IWA世界会議・展示会

定例講演会（平成 29年 8月 21日）

講 演
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水団連　第 133 号　　　　シリーズ　水を支えた施設を訪ねて

広島市水道の始まり

　広島市水道の発祥の地である牛田浄水場
は、明治 27 年に日清戦争が勃発し、広島が
軍事上の拠点となったことから、明治 29 年
に軍用水道とこれに接続する市民用水道とし
て、水道布設工事に着手することとなった。
その後、英国人技師W．K．バルトンの技術
指導を受け、明治 31 年に創設された。

創設から現在まで

　創設当時は、広大な敷地に建設した緩速ろ
過池からの給水であり、給水人口は 45,170
人（一日最大給水量 5,929 ｍ3）であった。
　その後、都市インフラの整備に併せて、敷
地の一部は道路用地（祇園新道）やアジア大
会（平成 6年）の会場用地として生まれかわ
り、牛田浄水場も水需要の増大とともに急速
ろ過池を備えた浄水場として姿を変え、現在
では、11 万ｍ3 の給水能力を有している。

■完　　成　　　　　明治 31年
■水　　源　　　　　太田川表流水　
■処理方式　　　　　緩速ろ過→急速ろ過
■計画最大給水量　　11万ｍ3／日

広島県広島市

 DATA　　牛田浄水場

水 を支えた施設を訪ねて
不断水の歴史を紡ぐ

広島市 牛田浄水場
66

写真−１ 大正 13年築造のポンプ室を改修した「水道資料館」

広島市

広島県

愛媛県

島根県

山口県
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牛田浄水場／広島県広島市

不断水への思い

　本市の水道は、明治 31 年創設以来、今年
で 119 年目を迎えるが、その間、昭和 20 年
8月6日に人類史上初の原子爆弾が投下され、
壊滅的な打撃を受けた際にも局職員の献身的
な努力により、これを克服し、一時も断水す
ることなく、現在に至るまで不断水の歴史を
継続している。

2つの石額

　牛田浄水場の歴史的な資料を永久保存し、
水道に対する市民の理解と認識を深めていた
だくため、場内には大正 13 年築造のポンプ

室を改修した水道資料館を設置している。
　その資料館の正面には広島市水道創設に尽
力された当時の内閣総理大臣、伊藤博文が書
いた「深

しん

仁
じん

厚
こう

澤
たく

」と当時、臨時広島軍用水道
布設部長であった児玉源太郎陸軍中将が書い
た「不

ちゅうやをおかず

舎昼夜」の 2枚の石額を展示している。
　前者は明治天皇の仁徳と大自然の水徳を巧
みに表現し、明治天皇の深い恵みにより創設
された水道であることを意味し、後者は、広
島の命・太田川は昼夜をおかず流れ続けその
恵みを市民に与えている旨を表現しており、
これらは本市水道創設の経緯を今に伝える貴
重な展示物である。

　　　　（広島市水道局執筆）

写真−３ 伊藤博文内閣総理大臣（当時）による「深
しんじんこうたく

仁厚澤」の石額

写真− 2 創設当時の緩速ろ過池 写真−４ 明治 31年に開催された通水式

写真−５ 児玉源太郎陸軍中将（当時）による「不
ちゅうやをおかず

舎昼夜」の石額
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水団連　第 133 号　　　　水道道路さんぽ道

ダムに沈んだ創設水源
　横浜市では、創設事業時に鉄管や弁類、レ
ンガなどの重量物を運搬するための軽便軌道
を建設・利用した。その当時のトロッコレー
ルが、道路工事に伴い横浜市旭区内で発見さ
れた。そこで、平成 13 年に区役所と土木事
務所、水道局が連携し、歩道脇に看板を設置
し歩道上に発掘されたトロッコレールの一部
を残存させた。この実積が契機となり、平成
19 年に近代水道創設 120 周年を記念して、
旧三井用水取入所から野毛山旧配水池に至る
創設水道の導水路上の 26 カ所に小型史跡案
内板を設置した。
　1カ所目は、本来、旧三井用水取入所に設
置するべきだが、この場所は訪れることが困
難なため、約 1km下流のボート乗り場脇に
設置してある。今回は、神奈川県企業庁のご
厚意により、津久井湖の底に沈んだ旧三井用
水取入所を見ることができた。往時を偲ばせ

る市松模様のレンガ造りの壁の一部が垣間見
え、創設事業に携わった技術者の息吹を感じ
た。ポンプで揚水していた沈澄池の一部は水
没しておらず、当時の姿を残していたほか、
沈澄池の近くには近代水道の創設を記念する
碑も建立されていた。なお、旧取入所近くに
コンクリート製の台座が残されている。これ
は昭和 12 年に水道創設 50 周年を記念して設
置したもので、後で高台に移設したとのこと
である。
　
官学連携で大型看板
　9カ所目の看板がある相模原市南区麻溝台
では、道志川水系と相模湖水系の導水管が合
流。これ以降は川井浄水場まで 3条の管路が
並行して埋設されている。
　この近くには女子美術大学があり、水道み
ちが大学の正門と接している縁から、同大学
とコラボレーションして、学生が中心となっ

③横浜水道みち
－創設水道導水路（下）－

創設水道の導水路上の 26カ所に小型史跡案内板を設置している

水
道 道

路

さ
ん
ぽ
道
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③横浜水道みち－創設水道導水路（下）－

てデザインした大型の史跡案内板が設置して
ある。平成 23 年に近代水道創設 125 年記念
のプレイベントとして、除幕式を開催した。
　13カ所目の看板近くの境川には、横浜市の
アーチ型水管橋 3本と神奈川県内広域水道企
業団のアーチ型水管橋1本が設置されている。
　14 カ所目の看板のある遊歩道には、創設
事業で使用した 18 インチの鉄管によるベン
チや獅子頭共用栓のレプリカが設置されるな
ど、水道みち上には看板のみならず目を引く
モニュメントも設置されている。
　
高低差も自然流下で
　20 カ所目の西川島公園（横浜市旭区）付
近は、高低差や曲がり角が多く、工事最大の
難所だったという。実際に 90 度近い曲がり
が数カ所あり道幅も狭く、施工は困難だった
ことが推察される。これ以降は野毛山配水池
までまっすぐな道が続くが、25 カ所目の藤
棚交番前（横浜市西区）から 26 カ所目の野
毛山旧配水池間は、高低差が約 44㍍、斜度
が 10 ～ 13 度という急な坂道がある。この箇
所も含めて自然流下で導水していることに驚
きを隠せない。改めて当時の測量技術の高さ
を感じる。
　野毛山旧配水池は、大正 12 年の関東大震
災により壊滅的な被害を受けた野毛山浄水場
を廃止し、跡地上部の一部を公園として利用
し、地下を西谷浄水場系の配水池として整備

したもの。現在は昭和 42 年に完成した配水
池が稼動、旧配水池は閉鎖している。公園内
には近代水道創設 100 周年を記念し、昭和
62 年に建立したパーマー氏の胸像が設置さ
れているほか、野毛坂を下った所にある別の
公園には創設事業で使用した水道管のモニュ
メントが設置されていた。

横浜の歴史を後世に
　小型史跡案内板の設置に携わった同局幹部
は、「（看板の設置は）誰かがやらなければな
らないこと。120 周年という節目の年に実行
できてよかった。これからも、さまざまな形
で横浜水道の歴史を後世に伝えていきたい。
われわれはパーマー氏の偉大さを忘れてはな
らない」と語る。老朽化した施設の更新に合
わせ、歴史的な施設が廃止されるケースがあ
る。過度の負担になることは避けなければな
らないが、水道事業体内で歴史を継承できな
ければ、利用者に伝えることはできない。記
念誌などの作成に加え、利用者に親しまれつ
つ水道の歴史を感じ、興味を持ってもらうた
めの仕組みづくりも必要になると感じた一日
だった。
　結びに今回の取材にご尽力頂いた横浜市水
道局ならびに神奈川県企業庁の皆さまに御礼
を申し上げます。

最後の看板が設置されている野毛山旧配水池

境川を跨ぐ水管橋
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水団連　第 133 号　　　　時流れ、水の流れに

山上のゴルフクラブ
　JR 山陽新幹線新神戸駅の駅前から、ロー
プウェイが山上の「神戸布引ハーブ園」まで
誘っています。このハーブ園は日本最大級と
いうことで、多くのハーブの迎えがあり、園
からの眺めもなかなかなものです。しかし、
今でこそ山頂のハーブ園ですが、かつてはこ
こにはゴルフ場があり、悲しい過去がハーブ
の下に埋もれています。
　60 年代、この世継山の山頂付近には「布
引カントリークラブ」がありました。六甲山
地は瀬戸内海国立公園に属していますが、自
然環境を保全しての開発ということで認可さ
れたようです。標高 417m の世継山周辺の狭
く高低差のある土地に、9 ホール 2,415 ヤー
ド、パー 34 というコースを造成しました。
　現在、新神戸駅の建つこの地には、市立布
引中学校がありました（現在は東側に移転）。
この対岸の酒屋の前で、土曜の午後や日曜日
になると中学三年の男子が、ゴルフ場に向か
う送迎バスに乗り込みました。今日では考え
られませんが、キャディーのアルバイトです。
まだまだゴルフは庶民には程遠く、バッグを
担いでキャディーさんと回るときには、「な
んだ、中学生か」と言っては、お金持ち風の

客からよくチップを頂いたものです。筆者も
何度かバッグを担いで、アップダウンの激し
い山中のコースを回りました。

神戸豪雨の当日も
　今年 7 月、福岡県と大分県を中心とした九
州北部で「九州北部豪雨」がありましたが、
ちょうど 50 年前に神戸をはじめ佐世保や呉
で豪雨災害があり、「昭和 42 年 7 月豪雨」と
名づけられました。梅雨前線に台風崩れの熱
帯低気圧が影響して、予想を遥かに超えた豪
雨が局地的に西日本に降り、大きな被害を出
しました。この 1967（昭和 42）年の豪雨によっ
て、冒頭に紹介しましたゴルフコースの一部
が崩れて山津波を起こしました。造成の危険
性が早くから指摘され反対運動も起きました
が、工事は継続されました。そしてゴルフ場
の完成後 10 年ほどで大惨事を引き起こし、
閉鎖を余儀なくされました。
　このゴルフ場崩壊の日、朝からクラブハウ
スで出番を待っていました。家を出るとき雨
が気になりましたが、雨の中は嫌だなという
程度でした。昼前から雨は強くなり客が一人
来ましたが、キャディーたちは皆嫌がり、ヤー
ドもゴルフの知識も皆無にも関わらずバッグ
を担ぐことになりました。強くなった雨の中

第 3回「山が泣いたら水が出る」
垣下　嘉徳

神奈川県立相模原青陵高校　教諭
1990 年代後半に面白マンホール蓋を見つけてから、その虜に。自他ともに
認める「マンホール蓋研究家」で、テレビ、ラジオにも多く出演し、その
魅力を発信している。
著書に「路上の芸術―マンホールの考察、およびその蓋の鑑賞」（2005 年
に新風舎より刊行。2015 年にホビージャパンより復刻版発刊）があり、ま
た「デザインマンホール大図鑑」（グラフィック社）の監修をしている。

時流れ、水の流れに
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第 3回　山が泣いたら水が出る

のコースを回っていましたが、14 時過ぎ頃
には雨はさらに強くなり、眼下の布引渓谷は
増水し濁流が白く牙を剥いているかのようで
した。さすがに、止そうということになり、
多めにチップを頂いた記憶があります。
　それから数時間後、世継山の北斜面が崩れ
て山津波を引き起こし、麓の市ヶ原集落の
18 戸を一瞬して飲み込み 21 人の方が亡くな
りました。無理な造成が被害をもたらしたと
いうことで、その責任を巡って争われました
が、並外れた豪雨（総雨量 371.7 mm、9 日
の 16 時から 18 時の 2 時間には 127.3 mm、
21 時からの１時間は 59 mm）による天災だ、
としたゴルフ場の主張が通りました。

下流で民家が押し流される
　早々に切り上げて家で休んでいましたら、
隣家のオバちゃんに早く避難しろと叱られま
した。川に開いた窓からは、逆巻く濁流が見
え恐怖感を抱きました。それでも、畳や布団
を水に浸ける訳にはいかないと、弟と力を合
わせてミシンなどを足場にして積み上げまし
た。そして、近所の倉庫会社の事務所に避難
しようと再度川を見ると、激流に耐えていた
対岸の２階建ての家が流される瞬間に遭遇し
ました。河口付近に、狭い道路から延ばした
床を川に立てた柱で支えた住居が、数戸並ん
でいました。上流の崩れた山肌から流れてき
た木材か岩によるのでしょうか、激流に耐え

ていた支柱が川下に薙ぎ払われ、建物がこち
ら側に倒れ掛かって来ました。次の瞬間建物
は、川下へ、左から右方向へ、さらに押し潰
されたようにへしゃげて流れ去りました。一
瞬のことでしたが家屋が壊れて流れ去るその
様子は、脳裏に焼き付いています。流された
4 戸の中に、中学後輩の父親がいました。

トンレサップ湖の高床住居
　カンボジアのアンコールワットなどを見に
行った折、トンレサップ湖の落日を見ること
になりました。この湖は東南アジア最大で、
乾季で琵琶湖の 3 倍、雨季だと 10 倍以上に
なるそうです。湖の上で暮らす水上生活者は
100 万人ほどで、世界最大規模だそうです。
　舟をつなげて作った家や舟を連ねて大きな
床面積を確保した学校や教会、さらに土産店
などもありました。また、雨季の増水に備え
た高床住居もあり、立派な鉄筋コンクリート
製の柱を持っていました。もしこのような柱
であったなら 50 年前のあの家も流されずに
済んだのではないかと、遮るものが何もない、
どこまでも果てしなく続く、水平線の彼方に
沈む、大きな太陽を眺めながら思いました。
　「天が泣いたら雨になる、山が泣くときゃ
水が出る」そんな歌がありました。下水道網
の整備は進みましたが、水防への努力や準備
は重要です。荒れる自然との対話は難しい。

トンレサップ湖　水上の教会 高床式住居神戸ハーブ園
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水団連　第 133 号　　　　ビバ！マイカンパニー

　フソウは昭和 21 年に香川県丸亀市で創業し
て以来、『水と共に生きる』を企業理念に掲げ、
水分野一筋に取り組んで参りました。現在は
創業以来受け継いできた『挑戦する精神』『創
造する姿勢』『情熱を活力に』という三つの価
値観に磨きをかけ、『綜合水処理企業』から『水
の綜合企業』へと動き出しています。
　当社では常に『社会への貢献』を企業活動
の基本としており、 私たちは株式会社フソウ
に関わる全ての人の幸福を追求し、社会から
必要とされる企業を目指し、役員・従業員自
ら社会貢献活動を行っています。本稿では当
社が近年取り組んでいる主な社会貢献活動に
ついて紹介します。

フソウの森
　当社では、東京都水道局が平成 29 年３月
に公表した『みんなでつくる水源の森実施計
画』に賛同し、６月に『東京水道～企業の森

（ネーミングライツ）』協定を締結しました。
山梨県甲州市にある水道水源林の一部を『フ

ソウの森』と命名し、間伐作業等を通して社
員研修の場としています。今後、同局と協働
した森づくりを通して、水が貴重な資源であ
ることを深く理解し、社会に啓蒙して参りま
す。
　また、東京都水道局が水道週間（６月１日
～７日）にあわせ、水道水源林の役割や大切
さ、水源林を守るための取り組みを紹介する
ため、都内４か所で『みんなでつくる水源の
森イベント』を開催しました。当社もブース
を設け、災害対策用浄水器のデモやスーパー
ボールすくいを通じて、大人も子供も水と触
れ合う機会を提供しました。

フソウテクノセンター
　香川県高松市に『水のように社会を潤す企
業』を目指すべく、今後を指し示す象徴的な
施設となるランドマーク『フソウテクノセン
ター』を平成 28 年 10 月に完成させました。
　フソウテクノセンターは地域活性化に向け
た取り組みとして、中庭の舗装材、執務室の

第3回
「フソウの
社会貢献活動」

株式会社フソウ　営業本部
　課長　岡田　浩史

平成 28年 10 月に完成したフソウテクノセンター災害対策用浄水器のデモ

マイカンパニー
ビバ
！
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第 3回「フソウの社会貢献活動」

ルーバー天井に四国産の建材を採用し、地域
で受け継がれてきた材料・産業の価値を伝え
るオフィスづくりを行いました。
　また有事の際は、地域住民が避難可能な『津
波避難ビル』、備蓄庫を備えた体育館は『指
定避難所』として開放するほか、敷地内には
耐震性貯水槽も埋設されており、ＢＣＰ対策
や地域貢献など防災対応に注力しています。
　さらに、一般客も利用可能な食堂は、近隣
住民の憩いの場ともなっています。

スポーツイベント
　当社の創業（昭和 21 年）と時を同じくして、
創業の地である香川県丸亀市で産声をあげた
スポーツ大会が香川丸亀国際ハーフマラソン
です。国内外からトップクラスのランナーが
集結する、歴史と実力を兼ね備えた大会です。
当社では、ランナーとしてはもちろん、サポー

ターや運営ボランティアとしても参加し、昨
年度は 280 人の社員が全国から結集して大会
の盛り上げに貢献しました。
　このほかにも、社内運動会やソフトボール
大会を香川県内で開催し、スポーツを通じて
全国の社員・家族間の交流を進めています。
職務中にはなかなか見られない顔があり、
あっと驚く特技を披露する社員もしばしば。
また、清掃活動やボランティア活動も積極的
に行っており、さらなる地域貢献に寄与でき
るよう取り組んで参ります。

将来に向けて
　当社では将来の技術者育成に向けた取り組
みとして、水・環境・エネルギー分野の研究、
技術開発及び製品開発等に対して、助成・支
援を行う『フソウ技術開発振興基金』、向上
心に燃える学生に対し、奨学資金の給付を行
い、健全なる青年の育成を図る『フソウ育英
会』を設立しました。
　自然や環境に配慮した建設施工、革新的な
水処理技術の研究開発、耐震性に優れた鋼管
製造の加工技術などを通して、安心・安全な
水利用を約束することが当社の使命です。今
後も、本稿で紹介した取り組みをはじめ、人々
の暮らしがより豊かに、より快適になるよう、
常にあらゆる分野・角度から水処理を見つめ
直し、限りある水資源を未来につなげる努力
をして参る所存です。

フソウ技術開発振興基金の授賞式昨年度は 280 人の社員が結集

フソウテクノセンターの執務室では、
ルーバー天井に四国産の建材を採用
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各種要望活動を実施

　7 月 31 日、各省庁の概算要求時に照準をあわせ、
水団連では、平成 30 年度各種水道事業予算の確
保に関する要望活動を実施しました。
　当日は、木股昌俊会長、露口哲男、角川政信、
水谷重夫、鈴木仁、山田和彦、野村喜一、酒井邦
造、松原正各副会長及び仁井正夫専務理事を中心
に、総勢 26 名に及ぶ要望団を編成し、厚生労働省、
国土交通省、総務省、経済産業省並びに財務省に
対し、それぞれ上下水道並びに工業用水道の各事
業量の確保に向けた要望活動を行いました。
　また、8 月 7 日に衆議院第 1 議員会館 1 階多目
的ホールにおいて自由民主党水道事業促進議員連
盟による水道整備促進全国決起集会が自民党所属
の国会議員 26 名他の出席により開催され、水団
連では角川政信副会長が出席し、事業量の確保に
ついて強く要望しました。

決起集会で要望する角川政信副会長

「子ども霞が関見学デー」に協賛

　｢子ども霞が関見学デー」は、各府省庁が連携し、
子どもたちに業務説明や省内見学などを行うこと
により、親子のふれあいを深め、子どもたちが夏
休みに広く社会を知る体験活動の機会とするとと
もに、各府省等の業務に対する理解を深めてもら
うことを目的として毎年実施しており、今年は 8
月 2・3 日の両日に開催されました。
　水団連では、厚生労働省内に設置した水道課
ブースへの来場者用の記念品について協賛を行い
ました。

盛況だった厚労省水道課ブース

JICA 上水道研修生交歓会の開催

　JICA（独立行政法人国際協力機構）第 50 回上
水道施設技術総合（A）コースは、今年もアジア・
アフリカの発展途上国の研修生を対象におよそ
2 ヶ月にわたる研修を終え、7 月 14 日の閉講式を
もって修了しました。
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　この間、水団連はこの研修にあたっている日本
水道協会の研修の一環として行われる工場の視
察、見学について水団連会員の協力を得ました。
　研修生はこの他、水道行政、浄水処理、水道施
設など全国各地の水道事業体を歴訪し、講義、研
修を受けました。
　今回は 6 カ国 8 名が来日されましたが、修了に
際し水団連は 7 月 14 日午後 6 時からグランドヒ
ル市ヶ谷において関係者約 60 名出席のもとに交
歓会を開催しました。

第 7回 IWA-ASPIRE 会議・展示会に参画

　第 7 回 IWA-ASPIRE（国際水協会・アジア太
平洋地域）会議・展示会が 9 月 11 ～ 13 日の 3 日
間、マレーシア連邦クアラルンプール市のコンベ
ンションセンターにおいて、｢境界を打ち破る｣
をテーマに 33 の国と地域から約 650 名が参加し
て開催されました。
　水団連では、展示会内に設置されたジャパンパ
ビリオンにおいてパネル展示を行い、積極的な情
報発信を行いました。

会議等開催状況

第 158 回広報宣伝委員会　29.7.11
　高松水道展（第 51 回）の開催
第 200 回資格審査委員会　29.7.25
　入会案件（1 社）
第 137 回機関誌編集小委員会　29.8.2
　秋季号（133 号）編集方針

第 38 回需給調査委員会　29.9.14
　1. 水道事業計画と資材需要調査の概要
　2. �平成 29 年度全国水道事業体の事業計画集計

結果
　3. ｢水道事業計画と資材需要調査｣ の配布

講演会等

1. 高松水道展出展者説明会　29.7.19
2. 定例講演会　29.8.21
　｢東京水道の国際展開、2018 年 IWA 世界会議・展示会」
　　講師：東京都水道局総務部国際施策推進担当課長
　　　　　草野　陽樹氏

会員の現在数

　団体会員　 34
　会社会員　204　 
　合　　計　238

入　会（1社）

株式会社 DK-Power
　所 在 地　�大阪府吹田市垂水町三丁目 21 番 10 号

ダイキン工業江坂ビル
　代 表 者　代表取締役　松 浦 哲 哉 氏
　ホームページ　http://www.dk-power.co.jp
　業務内容　�管水路用マイクロ水力発電機および

システムの製造販売
　入会月日　平成 29 年 8 月 1 日
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編 集 後 記

機関誌  水　団　連

　一昨年、昨年より気温は些か低かったのか
もしれませんが、とにかく厳しい夏でした。
ようやく本稿執筆時点では秋の気配を感じる
ようになりました。会員ならびに水道界の皆
様はいかがお過ごしでしょうか。
　さて、前号の編集後記でも渇水の話題に触
れましたが、全国の国管理河川のうち、今年
は 12 水系 14 河川で取水制限が行われました。
台風等によりダムの貯水量が回復し、荒川水
系は８月 25 日、吉野川水系は９月 19 日に取
水制限を全面解除し、国土交通省の渇水対策
本部も解散されました。特に四国４県に水道
用水等を供給する吉野川水系では、9 月 8 日か
ら 35％の第二次取水制限が実施され、50％の
第三次制限もその実施が決定されておりまし
た。水道界最大のイベントである日本水道協
会の高松全国会議、水団連主催の高松水道展
の会場が香川県高松市であるため、特に吉野
川における渇水の動向は気に懸けていました
が、無事に開催できそうとのことで、胸をな
でおろしているところです。
　今号は両イベントの開催地である高松市お
よび四国に関連した話題を集めました。巻頭
言を開催地の大西高松市長に執筆頂いたのを
はじめ、情報ファイルでは広域連携をテーマ
に掲げ、国の施策と全国の状況を解説した上
で、香川県における水道広域化の取組み、高
知県内の下水道管理者が一体となった南海ト
ラフ地震対策について寄稿頂きました。また、
会員各位の社会・文化貢献活動などを紹介す

る「ビバ！マイカンパニー」は、香川県で創
立した株式会社フソウの取組みについて寄稿
頂いています。
　一方、今号のトピックスでは、８月に盛況
に幕を閉じた、下水道展にスポットを当てま
した。下水道展は日本下水道協会が単独で主
催してから今年で 30 年を迎えており、この間
の経緯を振り返って頂くとともに、下水道
展 ʼ17 の開催概要について寄稿頂きました。下
水道展 ʼ17 では、将来の下水道界を担う人材獲
得のため、学生を対象にインターンシップの
情報提供等を行う合同企業説明会「水ビジネ
ス業界インターンシップ＆キャリアセミナー」
を初めて開催するなど、新たな試みも行われ
ております。
　少し話は変わりますが、今号の情報ファイ
ルでもテーマとした広域連携をはじめ、水道
の基盤強化を推進するため、約１年間にわた
る議論を踏まえて厚生労働省が作成し、国会
に提出された水道法改正法案は、突然の衆議
院解散により残念ながら仕切り直しとなりま
した。新たな国会での迅速な法案の再提出・
成立、さらには官学産が一体となった法案に
基づく基盤強化の取組みの推進に期待がかか
るところです。水団連としても法案の動向を
注視すると同時に、必要な支援をしていきた
いと考えています。引き続き会員各位のご協
力をお願い致します。

（専務理事　仁井　正夫）

　　　　No.133（秋季号）
　　　　平成 29 年 10 月 13 日発行
発行所　一般社団法人　日本水道工業団体連合会
編　集　一般社団法人　日本水道工業団体連合会
　　　　広報宣伝委員会・機関誌編集小委員会
協　力　株式会社　日本水道新聞社

　　　〒 102-0074　東京都千代田区九段南四丁目８番９号
　　　　　　　　　  （日本水道会館　３階）
　　　　電　話　03（3264）1654（代）　FAX　03（3239）6369
　　　　URL　http://www.suidanren.or.jp

機関誌編集委員
委員長 藤 原　昌 明
 （JFEエンジニアリング㈱）
委　員 藤 原　 　昇
 （日本レジン製品協会）
　〃　 天 野　幹 大
　　　 （㈱ＮＪＳ）
　〃　 井 出　 　淳
　　　 （㈱荏原製作所）
　〃　 藤 岡　泰 朗
　　　 （㈱クボタ）
　〃　 東　 　義 洋
　　　 （水道機工㈱）
　〃　 舘　 　隆 広
　　　 （㈱日立製作所）
　〃　 田 中　寛 之
　　　 （前澤工業㈱）
　〃　 福 島　真 明
　　　 （㈱水道産業新聞社）
　〃　 仁 井　正 夫
　　　 （（一社）日本水道工業団体連合会）

（敬称略）
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■本社  〒330-0854 埼玉県さいたま市大宮区桜木町四丁目 199 番地 3  

TEL：048-644-3911 FAX：048-644-3958 URL：http://www.nissaku.co.jp/

創業明治 45 年

■ さく井工事部門 水源井／温泉井／天然ガス井／観測井／各種改修工事 

■ 設備工事部門 水源設備工事／温泉設備工事／消融雪設備／地下水有効活用システム 

■ 土木工事部門 地すべり対策工事／急傾斜地対策工事／法面工事 

■ 調査・ 

コンサルタント部門 地下水・温泉調査／土質・地質調査／土壌・地下水汚染調査及び対策 

■ 製造販売部門 N S T ス ク リ ー ン ／ ピ ッ ト レ ス ユ ニ ッ ト ／ ハ ン ド ポ ン プ ／ 水 位 測 定 装 置

井戸を知り井戸を活かす最新の技術が大切な水源を守ります。 

■アクアフリード洗浄工法 
 

液化二酸化炭素の注入による帯水層
間隙の体積変化により、閉塞物質を
剥離させ、湧出能力の回復を図りま
す。 
従来の洗浄工法で期待通りの水量の回復が得ら
れない場合、この工法を採用することによりスク
リーンの閉塞物質はもとより、帯水層の閉塞物質
も除去でき、湧出能力の回復に著しい効果を発揮
します。 

1. 特殊パッカーの設置 2. 液化二酸化炭素の注入

3. 帯水層間隙の変化 4. 湧出能力の回復 

■リニューウェル工法 
（特許：第4662907 号） 

劣化･破損した多重ケーシング管を
更新し、井戸を再生させます。既設
井戸を再利用するので、地下水規
制・敷地の問題が生じません。 

高周波振動を用いたケーシング管抜管状況 

長年使用したケーシング管には、隙間に充填した
砂利がスケール成分や酸化鉄等によって固着し
ています。 
この工法は、特殊な機械で地上からケーシング管
に高周波振動を与えることにより固着物を剥離
させ、ケーシング管を引き抜きます。 

抜管用特殊器具

ケーシングスピア

株式会社 日さく 
WATER & GEO-TECH ENGINEERS, NISSAKU 
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〒500-8367 本社/岐阜市宇佐南4-17-10
TEL(058)272-3000㈹ FAX(058)275-1919

URL http://www.okada-s.co.jp
E-mail：to@okada-s.co.jp

特
長

●電力を必要としないので停電時にも使用いただけます。
●ライフサイクルコストが非常に安い処理方式です。
●シンプルなシステムで維持管理が容易です。
●小規模なものには、ユニット化されたFRP・SUS製ろ過装置

が便利です。

●国の補助対象施設としての取り扱いができます。

熊本県八代市鎌瀬

検 索ＴＯ式
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名古屋市中区錦3-5-27 　　　　  錦中央ビル4F
TEL 052-857-9011　FAX 052-857-9012

水道事業営業部
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名古屋市中区錦3-5-27 　　　　  錦中央ビル4F
TEL 052-857-9011　FAX 052-857-9012

水道事業営業部
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鋼製GX形挿し口継手鋼製GX形挿し口継手

水管橋

本　社　〒541-0053　大阪府大阪市中央区本町２丁目５番７号　メットライフ本町スクエア13階
ＴＥＬ.（06）6260-7080　ＦＡＸ.（06）6260-7510

主な製造品種
●水管橋：寒冷地用水管橋・橋梁添架管
●寒冷地用保温付二重管（HPPE）

●硬質塩化ビニルライニング鋼管
●ステンレス製水道仮設配管レンタル資材

●ナイロンコーティング鋼管
●ポリエチレン粉体ライニング鋼管

●鋼管・ステンレスプレファブ管
●水道用塗覆装鋼管

ＴＳＴ
伸縮可撓継手

SUS
ステンレスプレファブ鋼管

NWP/HPPE×SDP
水道配水用ポリエチレンパイプ

NC
ナイロンコーティング鋼管

TJタスカルジョイント
（レンタル配管）

環境プラント営業統括部
東日本グループ
西日本グループ
水処理グループ

東日本水道営業統括部
北海道グループ
東北グループ
関東グループ

西日本水道営業統括部
中部グループ
関西グループ
中四国九州グループ

茨 城 工 場
関 西 工 場
九 州 工 場
工務グループ

TEL 01-4845）30（. 04
TEL 01-4845）30（. 04
TEL 0907-0626）60（.
TEL 01-4845）30（. 04

TEL 1612-882）220（.
TEL 95-357）110（. 90
TEL 1612-882）220（.
TEL 0355-17）3940（.

TEL 0907-0626）60（.
TEL 55-059）250（. 28
TEL 0907-0626）60（.
TEL 1153-67）2590（.

TEL 1180-202）920（.
TEL 21-56）8470（. 80
TEL 3153-67）2590（.
TEL 5557-0626）60（.
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【登録・認証資格】
◆プライバシーマーク登録事業者
◆ISO 9001認証
◆ISO／IEC 27001認証
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新宿区下落合2丁目3番18号
TEL（03）5906-5621㈹

埼玉県熊谷市／江南浄水場配水池
　　　　　　（同心円2槽式PC高架水槽）
　　　　　　（テムコアルミドーム工法）
　内　　径　：Do＝17.2m
　　　　　　：Di＝11.6m
　有効容量　：Veo＝625m3
　　　　　　：Vei＝625m3
　躯 体 高　：H＝27.4m

大分県速見郡日出町／小田城第3配水池
　　　　　　　　　（エアードーム工法）
　内　　径　：D＝22.7m
　有効容量　：Ve＝1,200m3

三重県四日市市／山ノ手配水池1号池
　躯体寸法　：長円形 L36.0m×B19.0m
　有効容量　：Ve＝2,500m3

代表取締役社長　井手口　哲朗

水道サービスの向上で
需要者様の満足向上へ。
従来人力にて行っていた管理排水作業、水質検査・確認作業を自動化する
ことで無収水量の削減、排水作業量の削減、管末での水質管理強化、配水
水質の向上が図れ、需要者様への水道サービス向上効果が得られます。

http://www.shiev.shi.co.jp

配水水質自動管理装置 特許取得済

配水水質は自動監視から自動管理の時代へ。
■自動水質測定装置と管理排水制御を一体化！
　（SMF-P01)
■「濁度・色度・残留塩素」を自動監視！
　 水道法施行規則第15条の毎日点検に対応。
　（SMF-P01)
■管理排水（捨て水）を自動制御！
　 滞留水による水質劣化対策を効率化。
■万一の事態に安心の備え！
　 水圧低下や停電時のフェイルセーフ機能搭載。

■自動監視

STOP

水質データ水質データ水質データ水質データ

水質悪化1

帰　任6 定常復帰5

水質回復検査4

自動水質測定装置自動水質測定装置

出　動2 管理排水3

■自動管理

水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ

検　知2

1 水質悪化
定常復帰5

水質回復確認4

管理排水3

配水水質自動管理装置 （毎日検査対応型） 配水水質自動管理装置

スマフロプラス SMF-P01は、水道法施行規則第15条に定め
られた給水栓にて1日1回実施される、色、濁り、残留塩素に関
する検査に適合する水質監視装置に、配水管網内の水質管理に
必要な管理排水を自動制御する機能を付加した「配水水質自動
管理装置」です。  

スマフロ SMF-A03は、従来人力で行っていた残留塩素の確
認、管理排水作業を自動化する装置です。 管理排水を自動化す
る事で、無収水量の削減、管理排水に掛かる作業量の削減、配
水水質の管理強化が図れます。

概　要 概　要

残留塩素、濁度、色度、水圧、管理排水量、サンプリング水量を常
時測定し、外部接点へ出力。前記の測定項目をトリガーとした自
動管理排水制御。異常水自動採水。
◯オプション
・監視項目：pH、導電率、水温
・外部通信システム

機　能
残留塩素、pH、導電率、水温、水圧、管理排水量、サンプリング水
量を常時測定し内部データロガーに保管。前記の測定項目をト
リガーとした自動管理排水制御。装置作動状況のメール発信。
◯オプション
・メール発信用通信モジュール

機　能

※オプション装着イメージです。

配水水質自動管理装置 （毎日検査対応型）

製品ラインナップ

〒141-0031 東京都品川区西五反田 7-10-4（ルーシッドスクエア五反田）　TEL. 03-6737-2726
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release!!

56

044

04水団連_広告_p33.indd   56 2017/10/13   15:19:02



水道サービスの向上で
需要者様の満足向上へ。
従来人力にて行っていた管理排水作業、水質検査・確認作業を自動化する
ことで無収水量の削減、排水作業量の削減、管末での水質管理強化、配水
水質の向上が図れ、需要者様への水道サービス向上効果が得られます。

http://www.shiev.shi.co.jp

配水水質自動管理装置 特許取得済

配水水質は自動監視から自動管理の時代へ。
■自動水質測定装置と管理排水制御を一体化！
　（SMF-P01)
■「濁度・色度・残留塩素」を自動監視！
　 水道法施行規則第15条の毎日点検に対応。
　（SMF-P01)
■管理排水（捨て水）を自動制御！
　 滞留水による水質劣化対策を効率化。
■万一の事態に安心の備え！
　 水圧低下や停電時のフェイルセーフ機能搭載。

■自動監視

STOP

水質データ水質データ水質データ水質データ

水質悪化1

帰　任6 定常復帰5

水質回復検査4

自動水質測定装置自動水質測定装置

出　動2 管理排水3

■自動管理

水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ水質データ／水圧データ／管理排水データ

検　知2

1 水質悪化
定常復帰5

水質回復確認4

管理排水3

配水水質自動管理装置 （毎日検査対応型） 配水水質自動管理装置

スマフロプラス SMF-P01は、水道法施行規則第15条に定め
られた給水栓にて1日1回実施される、色、濁り、残留塩素に関
する検査に適合する水質監視装置に、配水管網内の水質管理に
必要な管理排水を自動制御する機能を付加した「配水水質自動
管理装置」です。  

スマフロ SMF-A03は、従来人力で行っていた残留塩素の確
認、管理排水作業を自動化する装置です。 管理排水を自動化す
る事で、無収水量の削減、管理排水に掛かる作業量の削減、配
水水質の管理強化が図れます。

概　要 概　要

残留塩素、濁度、色度、水圧、管理排水量、サンプリング水量を常
時測定し、外部接点へ出力。前記の測定項目をトリガーとした自
動管理排水制御。異常水自動採水。
◯オプション
・監視項目：pH、導電率、水温
・外部通信システム

機　能
残留塩素、pH、導電率、水温、水圧、管理排水量、サンプリング水
量を常時測定し内部データロガーに保管。前記の測定項目をト
リガーとした自動管理排水制御。装置作動状況のメール発信。
◯オプション
・メール発信用通信モジュール

機　能

※オプション装着イメージです。

配水水質自動管理装置 （毎日検査対応型）

製品ラインナップ

〒141-0031 東京都品川区西五反田 7-10-4（ルーシッドスクエア五反田）　TEL. 03-6737-2726

New
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季刊　水団連
　　　秋季号
　　　 No.133

今号の表紙

名所江戸百景「浅草田甫酉の町詣」
作者：歌川広重

　吉原で働く女性の控屋があったのが浅草田
甫。窓辺にたたずむ一匹の猫の遠景には、た
そがれ時の富士山が描かれ、近景には浅草吉
原田圃（たんぼ）と呼ばれる水田地帯が広が
っている。田圃の畦道には、浅草の鷲大明神
社で購入したとみられる縁起物の熊手を担い
で歩く人々の行列が描かれている。
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